
政
府
は
２
０
０
２
年
12
月
24

日
、
中
央
防
災
会
議
（
総
理
大
臣

以
下
26
名
）
に
て
、
東
南
海
・

南
海
地
震
に
関
す
る
専
門
調
査
会

を
開
き
、
２
つ
の
地
震
が
同
時
に

起
き
た
時
最
大
で
７，
４
０
０
人

の
人
命
が
奪
わ
れ
、
27
万
７
千
棟

に
上
る
建
物
が
全
壊
す
る
と
の

被
害
想
定
を
出
し
た
。
こ
の
発
表

及
び
内
容
に
つ
い
て
、
町
長
は
す

で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
午
前
５
時
頃
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
６
の
大
地

震
が
起
き
た
と
い
う
想
定
だ
が
、

死
者
の
数
は
１
９
９
５
年
に
起
き

た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者

よ
り
も
１，
０
０
０
人
も
多
く
、

同
年
９
月
に
出
さ
れ
た
東
海
大
地

震
の
８，
１
０
０
人
に
迫
る
。

し
か
も
、
こ
れ
は
地
震
に
よ
る
も

の
だ
け
で
火
災
や
津
波
に
よ
る

震
強
度
の
問
題
に
つ
い
て
、
安
全

度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。
災
害
の
場
合
は
、
電

気
は
停
電
し
、
消
火
栓
は
止
ま
り

水
は
使
え
な
い
、
と
言
う
こ
と
を
考

慮
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

総
務
課
長
は
、
消
防
行
政
の
担
当

課
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
太
平

洋
側
で
起
き
る
想
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
松
前

町
周
辺
で
も
、
震
度
６
弱
以
上
の

揺
れ
や
、
満
潮
時
よ
り
も
80
cm
前

後
潮
位
が
上
昇
す
る
津
波
の

被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

当
町
で
も
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
り
、
防
災
対
策
推
進
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策

と
し
て
避
難
地
・
避
難
路
・
消
防

用
施
設
等
緊
急
整
備
の
必
要
な

施
設
・
防
災
訓
練
等
の
事
項
な
ど

被
害
犠
牲
は
加
わ
っ
て
い
な
い
数

で
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
被

害
は
拡
大
す
る
と
い
う
。
２
つ
の

地
震
の
揺
れ
は
東
海
か
ら
近
畿
・

四
国
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
、

関
東
か
ら
九
州
な
ど
広
い
範
囲
に

お
よ
び
、
紀
伊
半
島
や
四
国
南
部

で
は
津
波
の
高
さ
が
５
ｍ
、
局
地

的
に
は
10
ｍ
に
達
す
る
と
い
う
。

兵
庫
県
内
で
は
淡
路
島
の
内
陸
部

や
西
播
磨
沿
岸
の
一
部
で
震
度
６

弱
の
強
い
揺
れ
が
起
こ
り
、
阪
神

中
間
の
沿
岸
部
で
も
震
度
５
強
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
相
当
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、町
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
が
、

従
来
の
防
災
対
策
は
あ
る
が
、

大
き
く
角
度
を
変
え
て
前
代
未
聞

の
大
被
害
を
は
ら
む
、
災
害
予
知

に
対
し
て
人
命
尊
重
を
第
一
に

考
え
た
、
総
合
的
か
つ
完
ぺ
き
な

対
策
が
望
ま
れ
る
。
町
長
の
決
意

と
対
策
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま

す
。
愛
媛
県
に
お
い
て
も
こ
の

発
表
を
重
く
受
け
、
対
応
策
を

発
表
し
て
各
自
治
体
に
新
し
い

認
識
を
持
つ
と
同
時
に
そ
の
対
策

を
望
ん
で
い
ま
す
。

教
育
長
・
総
務
課
長
に
質
問
し

ま
す
。
教
育
長
は
、
幼
小
中
の
約

３
千
人
の
児
童
生
徒
を
預
か
る
長

と
し
て
、
学
校
等
公
共
施
設
の
耐

防
災
計
画
を
定
め
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
内
容
が
ま
と
ま
り
次

第
地
域
防
災
計
画
に
追
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
一
人
ひ

と
り
が
防
災
意
識
・
知
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の

学
習
や
生
活
の
場
と
し
て
、
ま
た

災
害
時
に
は
地
域
の
方
々
の
応
急

避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
、
重
要
な
施
設
で
す
。
そ
の
た

め
、
学
校
は
地
震
な
ど
の
大
災
害

に
耐
え
る
建
物
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
当
町
で
も
平
成
15
年

度
か
ら
３
年
計
画
で
調
査
中
で
す

が
、
現
在
の
調
査
は
、
予
備
的
な

も
の
で
安
全
性
の
確
認
が
判
定
で

き
な
か
っ
た
建
物
に
つ
い
て
は
、

詳
細
調
査
を
行
い
、
耐
震
調
査
の

解
析
を
行
っ
て
、
耐
震
補
強
を

前
提
と
し
た
設
計
を
行
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
こ
と
が
使
命
と
考
え
て

お
り
、
災
害
発
生
時
に
は
関
係
機

関
の
総
力
を
あ
げ
て
災
害
対
策
に

あ
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－4－

いっぱん質問

質問者

岡田　幸一議員

南
海
地
震
に
備
え
を

問

防
災
計
画
策
定
作
業
中

答

答
弁
　
白
石
町
長

答
弁
　
吉
田
総
務
課
長

答
弁
　
赤
星
教
育
長


